
展覧会のお知らせ ミ ュージアムミ
「小川原脩　アジアの大地」

　悠久の大地とすべてを包み込むような空。中国、チベット、イ

ンドと旅し、ここ倶知安で創作を続けた小川原脩。アジアの大地

を描いた、小川原晩年の真骨頂ともいえる代表作の数々。どうぞ

お見逃しなく。

　会期：開催中～ 4月 17 日（日）

　今にして思えば、小川原先生とは不

思議なご縁があったようです。私の学

生時代は、同じ大学で非常勤講師をな

さっていた時期にちょうど重なります

し、その後勤務した道立近代美術館で

は、「小川原脩展　対話・沈黙－遥か

なるイマージュ」の担当になったので

すから。準備のために、倶知安のアト

リエには何度も足を運び、屋根裏から

巻かれたキャンバスを引きずり出した

記憶はいまだに鮮明です。それ以降、

小川原先生と顔を合わせるのは、もっ

ぱら札幌時計台ギャラリーで毎年のよ

うに開催されていた個展会場でした。

先生のあの太く渋い話し声は、今でも

耳の奥から響いてきそうです。

美術館長から

柴柴
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 　 　勤勤
つとむつとむ

館　長

3 月の休館日

1、8、15、22、29 日

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分）

小川原脩記念美術館
☎ 21-4141

倶知安風土館
☎ 22-6631

■常設展示

■企画展示
「くっちゃんＡＲＴ 2016」

　倶知安から海外へと広がるアーティストの輪。油彩画、水彩画、

日本画、版画、陶芸に書まで、さまざまな作品が一堂に会します。

　会期：開催中～ 4月 17日（日）

　関連イベント

　アーティスト・トーク「くっちゃんあ～とＮＯＷ！」

　日時：（特別回）3月 5日（土）14時～ 14時 30分

　　　　（第 2回）3月 12日（土）14時～ 15時 30分

　　　　（第 3回）4月 9日（土）14時～ 15時 30分

　各回、出品作家 5～ 6名が自身の作品についてお話します。

　参加費：観覧料（一般 500円、高校生 300円、小中学生 100円）

　がかかります

　申込み不要・直接会場へお越しください。

　※詳しくはホームページをご覧ください

アート・イベントのお知らせ

エコール・ド・パリ物語⑦

「永遠の乙女像を求めて　マリー・ローランサン」

　日時：3月 26 日（土）14 時～ 15 時

　講師：柴　勤（当館館長）　　会場：当館映像ルーム　

　聴講無料

39 ＠ＲＴ　ＷＥＥＫ（サンキュー・アート・ウィーク）

　3 月 2 日（水）～ 9日（水）

　※期間中は、観覧料が団体料金になります

　※来館した皆さんにオリジナルグッズのプレゼントがあります

　　（数量限定）

■土曜サロン
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【クローズアップ】

西村計雄記念美術館

「西村計雄　画業をたどる展覧会『世界の山

やま』」世界各地の山を描いた作品を中心に、

西村計雄の画業をたどります。

会期：開催中～ 7月 10 日（日）

■西村計雄記念美術館　☎ 0135-71-2525

■有島記念館　　　　　☎ 0136-44-3245

■木田金次郎美術館　　☎ 0135-63-2221

■荒井記念美術館　　　※冬季休館中

海と山と田園と－ミュージアムロード情報－



　フワフワだった雪面が陽光で締まるようになると、意外に多くの小

動物が現れる。雪面をピンクや薄緑に染める微小なトビムシの仲間、

蚊のように見えるユスリカの仲間、そして昆虫以外では寝ぼけ面のク

モたち。圧倒的に多くを占めるのは昆虫だ。

　昆虫といえば一般的には夏のイメージだろう。出現する種数から言

えば確かにそのとおりなのだが、世の中に例外はつきものの如く、冬

季にだけ現われるのも存在する。中でも最も目立つのが体長 1～ 2セ

ンチほどの黒っぽくて細長いムシで、渓流が流れているような山ぞい

に多い。クロカワゲラと総称される原始的な昆虫である。

―雪の上の小動物―
396 回

『水道』

1984年　小川原　脩　画

　アジアの大地をめぐる旅。2 度のチベット行を経て、

1983 年 8 月、72 歳の小川原脩は、チベット文化の原型

を求めてインド北部のラダック地方を訪ねた。ヒマラヤ

山脈の南、3 千メートルの高地では空気は薄く、高山病

に苦しみながらもゴンパ（チベット仏教の寺院）の曼荼

羅図と、その土地に暮らす人々の素朴な暮らしを見てき

た。

－19－

　ラダックの集落で女性たちが井戸（簡易水道）に集まり、腰をかがめたり、子を背負いながら水をくんでいる。手

前には石が３つ。ゴツゴツとした岩肌がむき出しの乾燥した土地で、蛇口から流れ出る水を取り囲む。天気のこと、

暮らしのこと、他愛のない世間話が聞こえてきそうだ。その背後にはロバのキャラバンが峠を越えて、別の集落へと

向かっていく。ロバの足元には緩やかな弧線が描かれ、大地を踏みしめて歩むさまを伝えている。

　これは、実際の風景をそのまま切り取った絵ではない。劇場の舞台のように、いくつもの場面を組み合わせたもの

である。現実にはありえない空間構成が、逆に真に迫るような実感を呼び起こす。この作品もまた、その土地でその

空気に包まれたような感覚を私たちにもたらしている。

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

　クロカワゲラは天気の良い日中に雪面の上を歩いているのをよく見かける。詳しく見ると、ハネは長かったり短かっ

たり、はたまた無かったりでさまざまだ。目立つためだろう、雪
せつじょ

蛆の名で古記録にも見えている。たくさんの種を含

むことは分かっているが、北海道に、そして日本にどれだけの種がいるのか正確なところはわかっていない。

　この仲間は、幼虫が秋から冬にかけて渓流の水中で落葉や藻類を食べて成長し、冬に成虫となって雪の上に出現す

るという生活サイクルを持つ。わざわざ冬に出現する理由として、外敵が少ない利点が挙げられている。その一方で、

その黒っぽい体色は輻
ふくしゃねつ

射熱を体温保持に利用するためらしいのだが、雪面では実によく目立つ。そのためセキレイな

どの鳥がさかんについばんでいるのをよく見る。どうも理屈のつき合わせが良くわからないのだが、モノゴトはそう

単純ではないと言うことなのだろう。

　雪面上の小動物は、身のまわりの自然が健全であることを示すモノサシでもある。だからこそ、良くわからない連

中が今もちゃんと見られることを深く喜びたいものだ。

文：岡崎　毅（倶知安風土館館長）　


